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要旨

動物において， 群れを作る或いは作らない理由を明らかにすることは， 生態学的に興味深

い命題である． これを明らかにするために， 集団生活と単独生活を切り替える動物を対象に

， 社会性を切り替える要因や過程についてこれまでに研究がなされてきた． 本研究では単独

性である留歯目リス科のモモンガ属(Pteromys)が行う
‘

集団営巣(communal nesting)' と

呼ばれる群れ行動を対象に， 社会性が変化する要因およびその過程を明らかにし， 本行動が

持つ生態学的な意義について検討を行った．

第 2 章では， ニ ホンモモンガ P. momongaにおける集団営巣の生態学的機能が体温保持， ま

たは交尾相手の確保であるという仮説の検証を行った． 2017年度～2019 年度の積雪期である

12 月～翌年3 月に， カメラトラップを用いて本種の樹洞巣3 ヶ所を観察し， 集団営巣に参加

する個体数（集団サイズ）の変化と， 巣穴周辺での交尾行動を観察した． また， 集団サイズ

と気温の関係を評価するため， 単独で営巣した日と， 集団で営巣した日の日最低気温を比較

した． その結果， 集団サイズは 1~9 個体で変動していたが， 集団サイズの変化と気温との関

係は見られなかった． 一方で同じ巣穴を利用している個体同士の交尾が 2例観察された． 以

上のことから， ニ ホンモモンガが体温保持のために集団営巣を行うという仮説は支持されな

かったが， 繁殖のために集団営巣を行うという可能性が示唆された．

第3章では， 集団営巣が体温保持にどの程度有効であるのかを明らかにするため， タイリク

モモンガP. volansによる営巣が， 巣内空間を温める効果を検証した． 積雪期である2021年1月

24日～3月31日に， 本種によって集団営巣が行われた2ヶ所の樹洞巣の内部温度を， 本種が営巣

した日と営巣しなかった日で比較した． また， 巣内温度の日内変化を調べ， 巣外の温度変化

と比較した． その結果， 本種の営巣時に， 巣内と巣外の温度差が大きくなることが確認され

た． また， 巣内における日内の温度変化の幅は， 巣外よりも小さかった． 以上のことから，

巣内における個体の存在が巣内の温度を高めることが明らかになり， 加えて， 本種が営巣す

る樹洞巣の日内温度は， 夜間において下がりにくく， 日中では上がりにくいという特徴を持

つことが明らかになった．

第 4章では， 集団営巣の有無および営巣メンバーの構成が， 気象条件や繁殖状態に影響され

るという仮説の検証を行った． 非積雪期である2019年～2021年の5月～10月に， 巣箱に営巣し

ているタイリクモモンガ個体を捕獲し， 1)集団営巣の有無と月平気温の関係， 2)営巣した




